
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル
と

一
般
家
庭
廻
り
の
テ

ル
ル

は
じ
め
に

沖
縄
県
久
高
高
で
二
一
年
に
一
度
、
午
歳
の
一
一
月
一
五
苦
か

ら
一
八
日
ま
で
イ
ザ
イ
ホ
ー
が
執
り
待
わ
れ
て
い
た
。
久
高
島
の
概
況
、
祭
記
組

織
に
つ
い
て
は
富
山
篤
〈
二

O
O
ご
d
)

に
、
イ
ザ
イ
ホ

i
の
次
第
〈
儀
礼
〉
、

神
歌
(
一
一
種
類
)
の
う
た
わ
れ
る
場
、
祭
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
鳥
山
〈
一
一

0
0

ハ

ー

ガ

ミ

ア

シ

カ

シ

ラ

ラ

リ

ア

シ

一
b
)
に
、
イ
ザ
イ
ホ
!
の
神
歌
の
分
頼
、
泉
持
遊
び
の
テ
イ
ル
ル
、
髪
垂
れ
遊

シ

ユ

チ

キ

ア

シ

び
の
テ
イ
ル
ん
に
つ
い
て
は
畠
市
〈
二

O
O
一
C
)

に
、
米
付
け
遊
び
の
テ
イ
ル

グ
キ

7
l
f

ル
に
つ
い
て
は
畠
山
〈
一
一

0
0
ニ
C
〉
に
、
桶
贈
り
の
テ
イ
ル
ル
に
つ
い
て
は
品

一l
ゾ

ト

ゥ

イ

ア

リ

ク

ヤ

i

出
{
二

O
O
二
三
に
、
柄
杓
取
り
の
テ
イ
ル
ル
と
繊
の
テ
イ
ル
ル
に
つ
い
て
は

ム

ト

ゥ

ユ

ク

ネ

1

7
カ
ト
ゥ
牟
が
ミ
ア
シ

(
一
九
九
一
〉
に
、
イ
ザ
イ
ホ
!
の
一
死
一
ア
ィ
ル
ル
と
夕
〈
暁
〉
神
遊
び
の
テ

つ
い
て
は
畠
出
(
二

O
O
一一
b
〉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
の
で
、
参
照

イ
ザ
イ
ホ

i

畠
山

イさ
れ
た
い
。

本

総

の

ね

ら

い

イ

ザ

イ

ホ

!

で

う

た

わ

れ

る

神

歌

〈

一

類
)
の
う
ち
、
百
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル
と
医
↓
般
家
港
般
か
の
テ
イ

ル
ル
を
敢
り
上
げ
、
次
第
(
儀
礼
)
を
考
感
し
な
が
ら
そ
の
主
題
と
構
造
を
考
察

し
、
イ
ザ
イ
ホ
!
の
察
記
世
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
論
で
は
、

種

、
主
著

Fr

1
i
 

，g
章、

畠

篤

山

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル

W
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル
ま
ず
、
西
日
日
の

W
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥

拝
の
テ
イ
ル
ん
を
検
討
す
る
。
こ
の
神
歌
は
、

b
ノ
ロ
の
シ
ジ
の
来
臨
と

c
ナ
ン

チ
ュ
の
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
を
述
べ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
議
礼
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

70 

こ
の
神
歌
の
本
文
と
共
通
語
訳
は
、
詑
嘉
(
一
九
九
三

a
、
一
一
一
八
七
頁
)
の

ご
一
ラ

i
ハ
ラ
!
雄
作
の
テ
イ
ル
ル
」
を
引
用
す
る
。

A
・
8
な
ど
の
段
落
区
分

と
節
を
示
す
数
字
は
、
筆
者
が
付
し
た
。

そ
し
て
、
伶
宗
根
・
濁
上
ノ
ー
ト
の
「
あ
り
く
や
!
ぬ
テ
イ
ル
ル
」
、
安
泉
ノ

i
ト
の
「
ア
リ
ク
ヤ
i
の
綱
曳
オ
モ
ロ
」
、
な
ら
び
に
鳥
越
〈
一
九
六
五
)
の

「
ア
リ
ク
ヤ

i
」
と
比
較
す
る
。

な
お
、
安
東
ノ
ー
ト
と
鳥
越
(
一
九
六
五
)
法
弟
二
者
と
ほ
ぼ
同
工
異
畠
で
あ

り
、
伝
承
状
況
は
安
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。

b
ノ
口
の
シ
ジ
の
来
臨

イ
ズ
イイ

ズ
イ

A 

イ
ズ
イ

ヌ
ル
ガ
シ
ジ

ノ
ロ
の
シ
ジ

ま
か
り
出
ま
し
た(

始
祖
〉

ま
か
り

出
ま
し
た
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ア
マ
ミ
シ
ジ

イ
ズ
イ

ま
か
り
出

ア
マ
ミ
ノ
ロ
の
シ
ジ
神

ま
し
た

そ
の
引
用
は
、
外
関
*
玉
城
〈
一

次
に
、
仲
宗
根
・
湧
上
ノ
!
ト
を
上
げ
る
。

九
八

O
a、
六

O
O頁
〉
に
よ
る
。

。

い

ぢ

ゆ

い

い

ぢ

ゆ

い

。
あ
ま
み
て
い
ぢ

イ
ヂ
ュ
イ

い

ぢ

ゆ

い

ア

マ

ミ

テ

ィ

ヂ

イ

ヂ

ュ

イ

問

フ

キ

ラ

キ

A
は、

b
ノ
口
の
シ
ジ
が
ス
ベ
!
搬
〈
シ
ュ
ピ
ヤ
織
と
も
〉
か
ら
来
臨
し
て
い

る
、
と
述
べ
て
い
る
。

ノ
ロ
の
シ
ジ
の
対
語
の
ア
マ
ミ
シ
ジ
〈
あ
ま
み
て
い
ぢ
)
と
は
、
ア
マ
ミ
親
ノ

グ
ヮ

1

ム
ト
ヮ
ヤ

ロ
(
大
昔
の
ノ
ロ
の
意
)
の
こ
と
で
、
チ
パ
イ
小
〈
元
家
名
)
か
ら
出
た
と
い
う
。

ニ
l
プ
ト
ヮ

f

ノ
口
の
シ
ジ
・
ア
マ
ミ
シ
ジ
は
盟
柄
特
取
り
の
チ
ィ
ル
ル
の

B
の
ヌ
ル
ニ
シ
ャ

i

ニ
1
プ
ト
ゥ
イ

A
は
E
柄
杓
取
り
の
テ
イ
ル
ル
の

B

〈
ノ
口
の
シ
ジ
の
来
臨
〉

イ
ヂ
ュ
イ

と
同
じ
で
あ
り
、

に
相
当
し
て
い
る
。

こ
の
段
落
は
、

I
イ
ザ
イ
ホ
!
の
元
テ
ィ

ニ
!
ガ
ン

根
持
の
シ
ジ
の
来
臨
を
前
提
に
し
て
い
る

c
ナ
ン
チ
ュ
の
響
機
の
決
定

ア
タ
イ
ガ
ミ

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
b
ノ
口
と

(
後
述
)
。

ノ
ロ
た
ち
に

命
じ
て

話

ヤ
ト
ゥ
チ
ィ

四

ハ

ク

シ

ヤ

マ

タ

キ

ダ

キ

を

次
に
、
仲
宗
根
・
沸
上
ノ

l
ト
を
上
げ
る
。

O

あ
た
い
が
み

O

は
く
し
や
ま

サ
ト
ゥ
テ
ィ

決
め

当
た
り
神
で
あ
っ
て

組
内
山
を
梧
っ
て

ウ
タ
キ

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
鎮
ま
る
御
殿
を
情
る
〈
決
定
す
る
〉
、

と
述
べ
て
い
る
。

や
と

i
て
い

た
と

i
て
い

B
は、

ハ

ク

シ

ヤ

マ

ウ

タ

キ

n
D

の
二
節
は
対
句
で
あ
る
。
垣
内
山
は
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
の
嬢
ま
る
九
つ
の
御
撮

7

9

イ
ガ
ミ

を
指
し
て
お
り
、
当
た
り
神
は
そ
の
な
か
の
御
織
の
ナ
ン
チ
ュ
に
当
て
ら
れ
た
ウ

ブ
テ
ィ
シ
ジ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
ト
ゥ
テ
イ
〈
や
と

i
て
い
)
は
難
掛
だ
が
、

の
対
語
な
の
で
信
つ
て
の
義
に
な
る
。

サ
ト
ゥ
テ
ィ

〈
た
と

i
て
い
)

タ
ゆ
サ
マ

i
イ

ア

タ

B
は
、
一
か
月
に
わ
た
る
撤
懇
り
(
儀
礼
〉
に
よ
っ
て
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
・
当
た

イ
ガ
ミ

り
神
の
い
る
御
撤
〈
垣
内
山
)
を
決
定
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
語

C

五

イ

ザ

イ

ホ

l
パ

ウ

ル

チ

イ

ザ

イ

ホ

ー

を

お

ろ

し

六
ナ
ン
チ
ュ
ホ

l
バ
ア
ヌ
ヂ
ィ
ナ
ン
チ
ュ
ホ
ー
を

次
に
、
仲
宗
根
・
湧
上
ノ
ー
ト
を
上
げ
る
。

O

い
ぢ
ゃ
い
ほ

i
ば

O

な
ん
ち
ゅ
ほ

i
ば

仕
組
ん
で

う
る
ち

イ
ヂ
ャ
イ
ホ
!
を
降
ろ
し
て

ナ
ン
チ
ュ
ホ
ー
を
企
ん
で

ふ
ぬ
り

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
〈
イ
ザ
イ
ホ

l
・
ナ
ン
チ
ュ
ホ

i
・
当

ウ
ヂ
キ

た
り
持
〉
を
各
鰐
掛
か
ら
降
ろ
し
て
〈
企
ん
で
)
ナ
ン
チ
ュ
に
懇
け
る
、
と
述
べ

て
い
る
。

C
は、

C
の
二
欝
は
対
句
で
あ
る
。
イ
ザ
イ
ホ
!
と
ナ
ン
チ
ュ
ホ
!
、
ウ
玲
チ
と
フ
ヌ

デ
ィ
〈
ふ
ぬ
り
)
は
、
対
語
で
あ
る
。
ブ
ヌ
デ
ィ
〈
ふ
ぬ
り
)
は
オ
モ
ロ
舗
の

1

ノ
ミ
〈
企
み
)
の
久
繭
靴
り
で
あ
る
。

C
は
、
イ
ザ
イ
ホ
!
〈
ナ
ン
チ
ュ
ホ

i
〉

を
降
ろ
す
〈
企
む
)
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
イ
ザ
イ
ホ

i
と
ナ
ン
チ
ュ
ホ
!
は
ナ

ン
チ
ュ
に
懇
く
ウ
プ
チ
ィ
シ
ジ
と
同
義
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ザ

ア

タ

イ

ガ

ミ

イ
ホ

i
・
ナ
ン
チ
ュ
ホ

i
-
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
・
当
寸
た
り
持
の
実
体
は
同
じ
で
あ
る
。

ム
ト
ゥ

こ
の
段
滋
は
、
ー
イ
ザ
イ
ホ
!
の
元
テ
イ
ル
ル
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

c
ナ
ン
チ

ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
践
を
前
提
に
し
て
い
る
〈
後
述
)
。

W
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル
の
構
造
以
上
、
刊
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
拝

の
テ
イ
ル
ル
の
構
造
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
一
覧
表
の
よ
う
に
な
る
。

〈
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
濡
拝
の
テ
イ
ル
ル
の
構
造
の
一
覧
表
〉

69 

段
落

匹
分

一

A

一

b
ノ
口
の
シ
ジ
の
来
臨

一
日
一

c
ナ
ン
チ
ユ
の
御
織
の
決
定

一

C

c

ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨

主

it現
事行

小
中
ボ
棋
・
一
安
泉
一
…

…
鳥
越

湖
上
ノ
ー
ト
一
ノ
ー
ト
…

題
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ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
へ
の
報
告
以
上
を
要
約
す
る
と
、

b
ノ
口
は
ノ
口
の
シ
ジ
を

ウ
ヲ
キ

戴
い
て
間
接
し
、

c
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
鎮
ま
る
錦
撮
の
な
か
か
ら
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ

を
決
め
、

c
そ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
を
御
犠
か
ら
降
ろ
し
て
ナ
ン
チ
ュ
に
懇
け
て
、

成
漉
式
を
見
事
に
終
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
ニ
ラ
イ
カ

ナ
イ
議
拝
の
テ
イ
ル
ル
は
、

b
ノ
ロ
の
シ
ジ
の
来
臨
と

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ

、
シ
ジ
の
来
臨
を
述
べ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
犠
札
北
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
比
高
(
一
九
九
一
一
一

a
、
五
八
七
斑
〉
が
脱
く
よ
う
に
、
こ

の
神
歌
は
イ
ザ
イ
ホ
l
が
立
派
に
終
了
し
た
こ
と
そ
東
方
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
報

告
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
家
庭
廼
り
の
テ
イ
ル
ル

ア

サ

ン

マ

1
イ

抜
一
一
般
嬢
鹿
姻
り
の
テ
イ
ル
ル
次
に
、
四
日
自
の
民
一
般
家
庭
掘
り
の
テ
イ

ル
ル
密
検
討
す
る
。
こ
の
神
歌
は
、

C

各
御
繊
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
と
、
そ

れ
に
か
か
わ
る
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
神
歌
の
本
文
と
共
通
掛
訳
は
、
比
嘉
〈
一
九
九
一
一
一

a
、
一
一
一
九
六
頁
〉
か
ら

引
男
す
る
。

A
-
B
な
ど
の
段
落
匹
分
と
鰐
を
治
す
数
字
は
、
筆
者
が
付
し
た
。

そ
し
て
、
安
泉
ノ

l
ト
の
「
ナ
ン
ツ
!
の
家
で
の
オ
モ
口
」
、
な
ら
び
に
鳥
繊
細

(
一
九
六
五
)
の
「
テ
イ
ル
ル
」
と
詑
較
す
る
。

C

ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
語

A 

タ
マ
ガ
エ

l
ヌ

ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ

ナ
ン
チ
ユ

一
一
一
ウ
リ
テ
ィ

次
に
、
・
賢
泉
ノ

l
ト
を
上
げ
る
。

O

五
が
え
1
ぬ

。

お裡
降霊
り(
{守

に3護(
な)神神
つ)女
て)

の

モ
i
チ

う
ぷ
て
い
し
ぢ

。
う
り
て
い
い
も
!
ち

次
に
、
鳥
越
(
一
九
六
五
〉
を
上
げ
る
。

八
O
a
、
五
九
二
頁
)
に
よ
る
。

た
ま
が
え

l
ぬ

そ
の
出
用
は
、
外
問
・
一
七
一
城
竺
九

。

た

ま

が

え

!

の

O

大
神
は

。

緯

り

て

い

ら

っ

し

ゃ

っ

て

A
は、

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
〈
守
護
霊
)
が
各
御
胤
怖
か
ら
ナ
ン
チ
ュ

に
降
り
る
〈
湖
沼
く
〉
、
と
述
べ
て
い
る
。

正
確
に
い
え
ば
タ
マ
ガ
エ

i
は
ヤ
ジ
ク
、
ウ
ン
サ
ク
、
タ
ム
ト
ゥ
の
総
称
で
、

ナ
ン
チ
ュ
を
合
ま
な
い
。
こ
の
窓
味
で
、
ナ
ン
チ
ュ
は
タ
マ
ガ
エ
!
の
予
定
者
だ

と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
タ
マ
ガ
エ

i
ヌ
ウ
ブ
チ
ィ
シ
ジ
は
、
タ
マ
ガ
エ
!
の

予
定
者
で
あ
る
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
(
守
護
霊
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
は
、
鳥
越
(
一
九
六
五
)
に
よ
る
と
、
?
っ
ぷ
は
み
」

(
大
神
)
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
百
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
遥
持
の
テ
イ
ル
ル
に
よ

7

9

イ
ガ
ミ

る
と
、
ナ
ン
チ
ュ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
ウ
フ
テ
ィ
シ
ジ
を
当
た
り
神
と
も
い
っ
て

ラ
キ

い
る
の
で
、
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
も
大
神
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ロ
が
ス
ベ

1
識
に

鎖
ま
る
ノ
口
の
シ
ジ
を
降
ろ
し
て
(
溶
け
て
)
ノ
口
に
な
る
よ
う
に
、
ナ
ン
チ
ュ

ウ
ヅ
ハ
之

も
各
御
撤
の
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
・
大
神
を
蜂
ろ
し
て
〈
瀬
け
て
〉
ナ
ン
チ
ュ
に
な
る

の
で
あ
る
。 う

ぷ
は
み
や

う
り
て
い
い
も

i
ち

-68 

こ
の
段
滋
は
、

I
イ
ザ
イ
ホ

i
の

ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
を
踏
ま
え
て
い
る

c
兄
(
弟
〉
と
の
対
語

で
述
べ
ら
れ
て
い
る

c
ナ
ン
チ

〈
後
述
〉
。

イ

B 

四

イ
シ
キ
ャ

i
ト
ゥ

見
と

五
ユ
シ
キ
ャ

l
チ

次
に
、
安
泉
ノ
!
ト
を
土
げ
る
。

O

い
し
き
ゃ
!
と

。

対
面
さ
せ
ま
し
た

ゆ
て
い
き
ゃ
!
し
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次
に
、
鳥
離
〈
一
九
六
五
)

O

い
し
き
や

i
と
う

。

を
上
げ
る
。

立
派
な
け
冗
と

噂
っ
て
気
を
合
わ
せ

イ

シ

キ

ャ

i

B
は、

c
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
を
戴
い
た
ナ
ン
チ
ュ
が
兄
(
弟
)
に
対
闘
す
る
、
と

f
シ

キ

ャ

!

べ
て
い
る
。
現
に
、
ナ
ン
チ
ュ
と
議
的
に
一
対
に
な
る
兄
〈
弟
)
は
、
ナ
ン
チ

ユ
の
家
で
ナ
ン
チ
ュ
を
迎
え
て
持
棋
を
交
わ
し
、
ナ
ン
チ
ュ
が
邑
分
の
オ
ナ
リ
神

に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ち
は
、

C
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
識
に
か
か
わ

る
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

イ

シ

キ

ャ

l

以
上
の

A
・
3
か
ら
、
イ
ザ
イ
ホ

i
が
兄
(
弟
〉
を
守
護
す
る
神
女
・
オ
ナ
リ

神
に
な
る
儀
礼
だ
と
わ
か
る
。

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
比
嘉
(
一
九
九
五
三
と
鳥
越
(
一

九
六
五
〉
は
A
・
3
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
安
泉
ノ

i
ト
は
次
の

C
-
D
を
採
録

し
て
い
る
。
次
に
こ
れ
を
引
用
す
る
。

C
-
D
の
段
落
絃
分
と
節
を
示
す
数
字
、

な
ら
び
に
共
通
語
訳
は
、
筆
者
が
付
し
た
。

六
五
が
え
!
ぬ

七
う
ぶ
て
い
し
ぢ

う
り
て
い
い
も

l
ち

ゆ
で
い
き
あ
わ
し

ナ
ン
チ
ユ
〈
神
女
〉
の

守
襲
撃
が

お
降
り
に
な
っ
て

C
は
A
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
〈
守
護
霊
)
が

各
御
掛
か
ら
ナ
ン
チ
ュ
に
降
り
る
〈
惣
く
)
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
段
落
も
、
ー
イ
ザ
イ
ホ

i
の
元
テ
イ
ル
ん
で
浦
べ
ら
れ
て
い
る

c
ナ
ン
チ

ユ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
を
踏
ま
え
て
い
る
(
後
述
)
。

c
患
子
と
の
対
斑

九
う
ん
じ
ぐ
わ
!
と

C 

八

恵
子
と

一
O

対
一
期
さ
せ
ま
し
た

ウ
ン
ジ
ゲ
リ

D
は、

c
ウ
プ
チ
ィ
シ
ジ
を
戴
い
た
ナ
ン
チ
ュ
が
息
子
に
対
捕
す
る
、

て
い
る
。

以
上
、

A
-
B
と
C
-
D
は
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

D 

ゆ
て
い
習
や

i
し

と
述
べ

お
に
相

c
ウ
ブ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
に
か
か
わ
る
犠
札
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ウ
ン
ジ
ゲ
リ

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ザ
イ
ホ

i
は
ナ
ン
チ
ュ
が
忠
子
を
も
守
護
す
る

神
女
に
な
る
議
札
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

神
歌
と
儀
礼
の
合
致
と
こ
ろ
が
、
一
九
回
一
一
年
(
昭
和
一
七
)
の
イ
ザ
イ
ホ

ー
を
誠
心
費
し
た
鳥
越
(
一
九
六
五
〉
の
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
現
行
の
犠
礼
に
査

ウ

ン

ジ

グ

ヮ

ア

サ

ン

マ

1
f

る
ま
で
、
ナ
ン
チ
ュ
の
恵
子
が
一
般
家
捷
廻
り
の
儀
礼
に
参
列
し
て
い
た
と
い
う

報
告
が
な
い
。
こ
の

C
-
D
は
誤
伝
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
今
ま
で
も
し
ば
し
ば
見
て
脅
た
よ
う
に
、
神
歌
と
議
札
の
次
第
は
一
疋

来
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
ナ
ン
チ
ュ
は
島
の
男
と
結
婚
し
た
三

O
議
か
ら
四
.
一
線

ウ
ン
ジ
グ
ヮ

の
女
性
が
な
る
か
ち
、
一
人
前
の
息
子
や
娘
を
持
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

ま
た
、
当
間
・
友
利
士
九
八
二
、
二
七
六
買
)
に
よ
る
と
、
一
九
七
八
年
に
は

イ
シ
キ
ャ

l

ウ
ン
ジ
ゲ
ヮ

ス
ジ
が
ナ
ン
チ
ュ
の
実
家
(
兄
弟
の
家
〉
か
ら
と
嫁
ぎ
先
〈
息
子
の
家
、
ナ
ン
チ

ュ
の
家
〉
か
ら
提
供
さ
れ
、
当
期
〈
.
九
七
回
、
一
一
四
民
〉
に
よ
る
と
、
一
九

f
シ
キ
ャ
!
ウ
ン
ジ
ゲ
ッ

六
六
年
に
は
ス
ジ
が
兄
弟
と
息
子
に
よ
っ
て
供
え
ち
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る

ヴ
ン
ジ
グ
リ

f
シ

キ

ャ

1

7

サ

ン

と
、
ナ
ン
チ
ュ
の
恵
子
も
、
か
つ
て
は
ナ
ン
チ
ュ
の
兄
(
弟
)
と
と
も
に
一
一
般
家

庭
廻
り
の
犠
礼
に
参
列
し
、
ナ
ン
チ
ュ
と
対
面
し
て
神
酒
者
交
わ
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
安
泉

/
iト
の
薮
者
・
安
泉
松
雄
誌
泣
久
高
ノ
ロ
の
夫
君
な
の
で
、
吉

い
伝
承
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
以
前
に
は
安
泉
ノ
ー
ト
に
記

す
神
歌
、
ど
お
り
の
犠
礼
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

正
月
の
タ
マ
ガ
エ

i
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
ウ
ム
イ
そ
し
て
、
ナ
ン
チ
ュ
の
怠

ジ

ゲ

ソ

イ

シ

キ

ャ

i

T

サ

ン

マ

l
f

子
が
兄
(
弟
)
と
と
も
に
一
般
家
躍
如
り
の
犠
札
に
参
列
し
て
い
た
こ
と
は
、
正

月
の
犠
礼
と
そ
こ
で
う
た
わ
れ
る
「
タ
マ
ガ
エ
!
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
ウ
ム
イ
ん

か
ら
も
わ
か
る
。

当
す
る
D
も、

67 

の
元
旦
と
一
一
一
日
目
に
一
男
た
ち
と
タ
マ
ガ
エ
!
〈
一
般
神
交
の
タ

ム
ト
ゥ
・
ウ
ン
サ
ク
・
ヤ
ジ
ク
)
た
ち
が
、
外
間
殿
に
参
集
し
、
(
と
外
間

ノ
口
〉
と
務
〈
泡
盛
)
あ
る
い
は
神
酒
を
交
換
す
る
。
こ
の
時
、

「
タ
マ
ガ
エ
1



ニライカナイ遇拝のテイルルと一般家庭廻りのテイルル( 5) 

の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
ウ
ム
イ
」

が
繰
り
返
し
う
た
わ
れ
る
。

7

サ

ン

マ

l
イ

の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
ウ
ム
イ
」
と
は
、
区
一
般
家
庭
廻
り
の
テ
イ
ル
ル
と
曲
も
詞

イ

シ

キ

ャ

1

ウ
ン
ジ
グ
ヮ

章
も
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
マ
ガ
エ

l
と
兄
(
弟
)
、
息
子
が
参
列

イ

シ

キ

ャ

1

ウ
ン
ジ
グ
ワ

タ
マ
ガ
エ

l
が
兄
(
弟
)
と
息
子
に
対
面
し
て
い
る
と
述
べ
て

7

サ

ン

マ

l
イ

こ
の
イ
ザ
イ
ホ

l
の
一
般
家
庭
廻
り
と
正
月
に
お
け
る
儀
礼
と

イ

シ

キ

ャ

l

ウ
ン
ジ
グ
ヮ

イ
ザ
イ
ホ

l
が
兄
(
弟
)
と
と
も
に
息
子
を
も
守
護
す
る

こ
の

「
タ
マ
ガ
エ

l

し
て
い
る
場
で
、

い
る
の
で
あ
る
。

神
歌
の
照
応
関
係
は
、

神
女
に
な
る
儀
礼
だ
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

ウ

ン

ジ

グ

ヮ

イ

シ

キ

ャ

1

7

サ

ナ
ン
チ
ュ
の
息
子
が
兄
(
弟
)
と
と
も
に
一
般
家

ウ
工

l

タ
ム
ト
ゥ
祝
い
の
あ
り
方
か
ら
も
わ

タ
ム
ト
ゥ
祝
い

庭
廻
り
の
儀
礼
に
参
列
し
て
い
た
こ
と
は
、

さ
ら
に
、

か
る
。比

嘉
康
雄
(
一
九
九
三

a
、
四
一
九

1
四

二

四

頁

)

ナ

ン

チ

ュ

は

ウ
工

六

O
歳
に
な
る
と
タ
ム
ト
ゥ
に
昇
格
す
る
が
、
そ
の
昇
格
式
で
あ
る
タ
ム
ト
ゥ
祝

ウ

ン

ジ

グ

ヮ

イ

シ

キ

ャ

1

い
(
五
月
の
粟
の
初
穂
祭
の
前
日
)
で
は
新
タ
ム
ト
ゥ
の
息
子
が
兄
(
弟
)
と
と

も
に
儀
礼
に
参
列
し
て
新
タ
ム
ト
ゥ
と
神
酒
を
交
わ
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
う
た

ウ
工

l

イ

シ

キ

ャ

1

わ
れ
る
「
タ
ム
ト
ゥ
祝
い
の
テ
イ
ル
ル
」
で
、
タ
ム
ト
ゥ
が
兄
(
弟
)
と
と
も
に

ウ
ン
ジ
グ
ヮ

7

サ

ン

マ

1
イ

息
子
の
願
い
を
叶
え
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
イ
ザ
イ
ホ

l
の
一
般
家
庭
廻
り

ウ
工

l

イ
シ

と
タ
ム
ト
ゥ
祝
い
に
お
け
る
儀
礼
と
神
歌
の
照
応
関
係
も
、
イ
ザ
イ
ホ

l
が
兄

キ
ャ

l

ウ
ン
ジ
グ
ヮ

(
弟
)
と
と
も
に
息
子
を
も
守
護
す
る
神
女
に
な
る
儀
礼
だ
と
い
う
こ
と
を
明
示

し
て
い
る
。

に
よ
る
と
、

7

サ

ン

マ

1
イ

以

一

般

家

庭

廻

り

の

テ

イ

ル

ル

の

構

造

区

一

般

家

庭

廻

り

の

テ

イ

ル

ル
の
構
造
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
一
覧
表
の
よ
う
に
な
る
。

〈
一
般
家
庭
廻
り
の
テ
イ
ル
ル
の
構
造
の
一
覧
表
)

以
上
、

区段
分落

ft現01古一

きT丁

安

泉
ノ

l
ト

主

鳥

越

題

O 

O 

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨

A B 

C
兄
(
弟
)

O 

O 

O 

と
の
対
面

C 

一

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
一l

L
 

↑

C
息
子
と
の
対
面

O 

× 

× 

O 

D 

× 

× 

結
ぴ

神
霊
の
来
臨
・
去
来
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
儀
礼
(
二
類
)
以
上
、
刊
ニ
ラ
イ

7

サ

ン

マ

l
イ

カ
ナ
イ
遥
拝
の
テ
イ
ル
ル
と
区
一
般
家
庭
廻
り
の
テ
イ
ル
ル
、
な
ら
び
に
畠
山

一一l
プ
ト
ゥ
イ

(
一
九
九
一
)
に
述
べ
た

E
柄
杓
取
り
の
テ
イ
ル
ル
と
四
綱
の
テ
イ
ル
ル
を
合
わ

せ
た
四
種
類
の
神
歌
群
(
二
類
)
は
、
ー
イ
ザ
イ
ホ
!
の
元
テ
イ
ル
ル
に
述
べ
ら

れ
て
い
る

a
来
訪
神
(
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
)
の
来
臨
、

b
ノ
口
と
根
神
の
シ
ジ

の
来
臨
、

c
ナ
ン
チ
ュ
の
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
来
臨
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

改
め
て
神
霊

(
a
・
b
・
c)
の
来
臨
・
去
来
を
述
べ
、
そ
れ
ら
神
霊
の
来

臨
・
去
来
に
か
か
わ
る
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

氏
U

氏
U

〈
テ
キ
ス
ト
〉

考
察
の
対
象
に
し
た
イ
ザ
イ
ホ

l
の
神
歌
の
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る。
O
高
橋
六

一
九
七
九

a
「
神
遊
び
」

『
神
の
島
の
祭
り

イ
ザ
イ
ホ

l
』

雄
山
閣

O
宜
保
栄
治
郎
一
九
七
九
「
イ
ジ
ャ
イ
ホ
!
の
神
歌
」
『
イ
ザ
イ
ホ

l
調
査

報
告
書
|
久
高
島
イ
ザ
イ
ホ

1
民
俗
文
化
財
特
定
調
査
l

』
沖
縄

県
教
育
委
員
会

O
比
嘉
康
雄

O
大
城
学

上
巻
』
第
一
書
一
房

『
沖
縄
久
高
島
の
イ

一
九
九
三

a
『
神
々
の
原
郷
久
高
島

一
九
九
三
「
イ
ザ
イ
ホ

l
の
儀
礼
と
歌
謡
」

ザ
イ
ホ

l
』
砂
子
屋
書
房

O
仲
宗
根
政
善
・
湧
上
一
冗
雄

一
九
六
八
『
仲
宗
根
政
善
・
湧
上
元
雄
ノ

l



(6) 

〈
外
関
守
善
・
玉
域
政
議
一
九
八

O
a
E構
島
歌
謡
大
成

l
沖
縄
篇
上
』
角
川
書
脂
に
再
録
)

H

H

紳
宗
根
・
鴻
上
ノ

i
ト
と

略
称
す
る
e

O
安
泉
松
雄
一
九
九
一
「
安
東
松
雄
ノ
!
ト
「
イ
ザ
イ
ホ
!
の
御
祭
り
い
ん

『
久
高
島
の
殺
り
と
伝
承
』
桜
楓
社
H

安
泉
ノ

i
ト
と
略
称
す
る
。

O
外
間
守
善
.
九
六
一
一
一
『
外
間
守
善
ノ

i
ト
』
(
外
間
守
韓
・
玉
域
政
美

一
九
八

O
a
『
高
島
歌
誠
大
成
I
沖
縄
篇
L
よ
角
川
書
癌
に
再

鯨〉

H

外
間
ノ

i
ト
と
略
称
す
る
。

一
九
六
五
辺
倒
球
宗
教
史
恥
角
川
護
賠
(
外
間
守
普
・
玉
城

一
九
八

O
a
『
南
島
歌
謡
大
成
I
沖
縄
篤
上
』
角
川
護
鹿

「
久
高
島
の
イ
ザ
イ
ホ

i
い

崎
沖
縄
の
ま
つ
り
h

月
刊

比当
蕗儒関
康一一
雄郎郎

社・沖
皮縄
利社
安
徳

一
九
七
回

L
E』

二
明
神
々
の
ふ
る
さ
と
久
高
島
h

沖
縄
公
論

一
九
九
一
二

a
明
神
々
の
原
簿
久
高
島

上
巻
』
第
一
書
一
廓

O
鳥
越
懲
一
一

政
美

に
再
縁
〉

第39号 (2003)

〈
引
引
用
文
献
〉

荷
山
篤
一
九
九
一
「
神
々
の
船
i
久
高
島
の
外
来
神
の
去
来
l
」

の
祭
り
と
伝
敢
恥
桜
楓
社

二
0
0
…
a
「
久
高
島
イ
ザ
イ
ホ
i
へ
の
誘
い
」
言
問
築
研
究
』

(
一
七
時
)
蔑
薬
研
究
会

一一

0
0
一
b

「
イ
ザ
イ
ホ

i
の
次
第
」
忠
常
奨
沖
縄
民
間
関
文
芸
学
b

〈
創
刊
号
)
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会

二
0
0
一
C

「
久
高
島
イ
ザ
イ
ホ
!
の
神
歌
の
分
類
」
明
日
敢
文
芸

研
究
』
〈
一
一
五
号
)
日
本
口
承
文
芸
学
会

一一

0
0
ニ
a
「
イ
ザ
イ
ホ
!
の
橋
鰹
り
の
テ
イ
ル
ル
」
『
弘
前
学
院

大
学
文
学
部
紀
要
恥
〈
一
一
一
八
号
)

ニ
O
O
二
b

「
イ
ザ
イ
ホ

i
の
一
克
テ
イ
ル
ル
と
夕
(
暁
)
神
遊
び
の

テ
イ
ル
リ
ル
」
諸
問
薬
研
究
』
(
‘
八
時
〉
高
葉
研
究
会

二
O
O
一一

c
「
イ
ザ
イ
ホ
!
の
朱
付
け
遊
び
の
テ
イ
ル
ル
」

文
牝
の
牒
盟
』
一
二
弥
井
番
応
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畠
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篤

品
山
篤

自
由
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山
篤

明
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部
出
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